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め
、
記
者
ク
ラ
ブ
へ
即
座
に
連
絡
し
、
受
験
者
の
便
宜
を
考
慮
し
た
。
ま
た
、
第
二
次
試
験
で
は
身
体
障
害
者
向
け
の
特
別
措
置
と
し

て
入
試
問
題
の
拡
大
文
字
版
を
作
成
す
る
な
ど
の
工
夫
が
な
さ
れ
、
合
格
者
数
も
分
離
・
分
割
方
式
の
影
響
を
慎
重
に
配
慮
し
て
決
定

さ
れ
た
。
八
九
年
度
第
二
次
試
験
合
格
者
二
六
九
九
名
は
、
現
役
生
一
一
一
四
名
（
男
子
八
六
一
名
、
女
子
二
五
三
名
）、
浪
人
生
一

五
八
〇
名
（
男
子
一
三
五
四
名
、
女
子
二
二
六
名
）、
大
学
入
学
資
格
検
定
合
格
者
五
名
（
男
子
五
名
）
で
あ
っ
た
。

第
四
章

教
養
部
改
革

教
養
部
の
前
史
は
一
九
四
九
年
八
月
一
日
に
発
足
し
た
「
教
養
学
科
」
か
ら
始
ま
る
。
そ
れ
は
翌
五
〇
年
四
月
十
二
日
に
「
一
般
教

養
科
」
と
改
称
さ
れ
た
。
つ
い
で
そ
れ
は
翌
五
一
年
四
月
一
日
に
「
一
般
教
養
部
」
と
改
称
さ
れ
、
五
七
年
七
月
十
七
日
に
は
「
教
養

部
」
と
改
称
さ
れ
た
。
新
制
大
学
の
一
般
教
養
課
程
の
教
育
組
織
で
あ
る
教
養
部
は
教
養
学
科
の
発
足
以
来
、
改
革
を
繰
り
返
し
て
き

た
。
そ
し
て
九
五
年
三
月
三
十
一
日
を
以
て
、
教
養
部
は
廃
止
さ
れ
た
。
四
六
年
余
り
に
及
ぶ
教
養
部
の
歩
み
は
つ
ね
に
改
革
の
連
続

で
あ
っ
た
。

教
養
部
の
一
九
七
八
年
ま
で
の
歴
史
は
『
北
海
道
大
学
教
養
部
三
十
年
史
』（
以
下
、『
三
十
年
史
』
と
略
）
に
、
ま
た
そ
の
概
略
が

『
北
大
百
年
史
』
部
局
史
（
以
下
、『
百
年
史
』
と
略
）
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
章
で
は
七
〇
年
代
末
か
ら
始
め
て
、

九
一
年
の
迫
り
来
る
一
般
教
育
の
見
直
し
ま
で
を
取
り
上
げ
る
。
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第
一
節

教
養
課
程
の
見
直
し

一

北
大
方
式
の
見
直
し

新
制
大
学
に
設
置
さ
れ
た
教
養
部
は
、
一
九
六
三
年
以
降
に
他
の
大
学
で
官
制
化
が
相
次
い
だ
が
、
北
海
道
大
学
で
は
教
養
部
を
官

制
化
せ
ず
、
学
内
措
置
に
よ
る
部
局
に
留
め
る
と
い
う
方
途
を
選
択
し
た
。
北
海
道
大
学
で
は
な
ぜ
教
養
部
が
官
制
化
さ
れ
た
独
立
の

部
局
に
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
示
す
文
書
や
議
論
の
記
録
は
遺
憾
な
が
ら
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
明
ら
か
で
は
な
い
。

北
海
道
大
学
で
は
、
教
養
部
を
官
制
化
さ
れ
た
独
立
の
部
局
に
し
な
い
代
わ
り
に
、
教
養
部
を
全
学
部
で
支
援
す
る
と
い
う
�
全
学
支

援
体
制
�、
あ
る
い
は
教
養
課
程
の
教
育
に
全
学
部
が
責
任
を
持
つ
と
い
う
�
全
学
責
任
体
制
�
の
方
式
を
採
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
「
全
学
の
責
任
と
参
加
の
下
に
、
全
学
の
総
力
を
結
集
し
て
一
般
教
育
の
充
実
、
発
展
を
期
そ
う
と
す
る
」（『
三
十
年
史
』
二
三

三
ペ
ー
ジ
）
方
式
、
い
わ
ゆ
る
「
北
大
方
式
」
で
あ
り
、
全
国
で
も
北
海
道
大
学
だ
け
の
独
自
な
教
育
体
制
で
あ
っ
た
。

一
九
六
八
年
か
ら
数
年
間
に
わ
た
っ
て
全
国
に
及
ん
だ
大
学
紛
争
は
、
大
学
教
育
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
、
大
学
の
改
革
論
議
を
呼

び
起
こ
し
た
。七
〇
年
二
月
二
十
六
日
に
評
議
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
発
足
し
た「
北
海
道
大
学
改
革
調
査
専
門
委
員
会
」

は
北
海
道
大
学
が
直
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
調
査
し
、
そ
の
報
告
書
『
北
海
道
大
学
改
革
調
査
報
告
』
を
作
成
し
、
同
年
九
月
十
六

日
に
公
表
し
た
。
全
四
部
か
ら
な
る
報
告
書
の
第
二
部
は
「
教
養
課
程
」
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
教
養
課
程
の
「
改
革
は
、

研
究
と
教
育
の
一
体
化
と
全
学
責
任
体
制
を
建
前
と
す
る
北
大
方
式
か
ら
出
発
す
べ
き
で
あ
る
」（『
百
年
史
』
一
二
五
ペ
ー
ジ
）
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
直
面
す
る
諸
問
題
を
調
査
し
て
到
達
し
た
結
論
は
北
大
方
式
の
再
確
認
で
あ
っ
た
。

こ
の
北
海
道
大
学
改
革
調
査
専
門
委
員
会
の
報
告
を
受
け
て
、
一
九
七
〇
年
十
一
月
十
八
日
に
「
北
海
道
大
学
改
革
検
討
委
員
会
」

が
発
足
し
、
五
つ
の
専
門
委
員
会
の
う
ち
、
教
養
課
程
に
関
す
る
委
員
会
は
「
第
二
―
一
専
門
委
員
会
」
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
教
養
課

程
の
専
門
委
員
会
で
は
一
八
名
の
委
員
が
一
年
半
を
か
け
て
報
告
書
『
北
海
道
大
学
改
革
検
討
報
告
（
教
養
課
程
に
関
す
る
こ
と
）』
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を
ま
と
め
、
七
二
年
六
月
十
七
日
に
公
表
し
た
。
そ
こ
に
は
「
現
行
の
北
大
方
式
は
、（
中
略
）
教
養
課
程
の
教
育
組
織
と
し
て
は
必

ず
し
も
適
当
で
は
な
い
点
が
数
々
指
摘
さ
れ
、
こ
れ
に
代
わ
る
方
式
が
模
索
さ
れ
た
」（『
三
十
年
史
』
二
四
〇
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
注
目

す
べ
き
提
言
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
四
九
年
の
教
養
学
科
発
足
以
来
、
二
三
年
続
い
た
北
大
方
式
を
、
こ
こ
に
見
直
す
べ
き
だ
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
こ
で
は
教
官
組
織
に
つ
い
て
三
案
が
併
記
さ
れ
て
提
案
さ
れ
て
い
る
。
第
一
案
は
「
官
制
化
独
立
案
」、
す
な
わ
ち
教
養

部
の
独
立
官
制
化
で
あ
る
。
第
二
案
は
「
学
部
帰
属
案
」、
第
三
案
は
「
学
部
分
属
案
」
で
、
い
ず
れ
も
従
来
の
教
養
部
を
解
体
し
て
、

教
養
課
程
担
当
教
官
を
研
究
上
の
必
要
に
応
じ
て
い
ず
れ
か
の
部
局
に
所
属
さ
せ
、
教
育
上
の
必
要
に
応
じ
て
各
学
部
の
教
養
課
程
を

担
当
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
提
案
は
「
北
大
方
式
は
完
全
に
否
定
さ
れ
た
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」（『
三
十
年
史
』

二
四
一
ペ
ー
ジ
）、
あ
る
い
は
「
こ
れ
ら
三
案
に
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
も
は
や
『
北
大
方
式
』
を
支
持
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（『
百
年
史
』
一
二
七
ペ
ー
ジ
）
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
五
つ
の
専
門
委
員
会
の
親
委
員
会
で
あ
る
改
革
検
討
委
員
会
が
最
終
報
告
書
を
ま
と
め
て
、
一
九
七
三
年
十
月

十
七
日
に
公
表
し
た
『
北
海
道
大
学
改
革
検
討
委
員
会
報
告
（
報
告
提
出
に
あ
た
っ
て
）』
で
は
、
北
大
方
式
の
見
直
し
案
も
、
教
養

部
の
独
立
官
制
化
案
も
、
教
養
部
を
解
体
し
て
教
養
課
程
担
当
教
官
を
い
ず
れ
か
の
部
局
に
帰
属
も
し
く
は
分
属
さ
せ
る
と
い
う
案
も
、

提
言
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
教
養
課
程
の
見
直
し
を
め
ぐ
る
全
学
的
な
論
議
は
、
大
学
紛
争
の
く
す
ぶ
る
余
燼
の
終
焉

と
と
も
に
終
息
し
、
北
大
方
式
は
従
来
の
ま
ま
温
存
さ
れ
た
。

二

教
養
課
程
の
改
革

上
記
の
改
革
検
討
委
員
会
の
内
部
の
第
二
―
一
専
門
委
員
会
は
今
後
の
改
革
の
検
討
の
た
め
に
、「
一
般
教
育
特
別
委
員
会
」
の
設

置
を
提
言
し
て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
同
委
員
会
が
一
九
七
四
年
三
月
十
六
日
に
発
足
し
た
。
同
委
員
会
は
ほ
ぼ
二
年
間
に
わ
た
る
議
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論
を
経
て
、
七
六
年
六
月
十
六
日
に
報
告
書
『
北
海
道
大
学
教
養
課
程
の
改
革
に
つ
い
て
―
一
般
教
育
の
検
討
と
新
機
構
の
設
置
―

（
附
）
教
養
課
程
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
』
を
公
表
し
た
。

そ
こ
に
は
「
一
般
教
育
の
充
実
と
教
養
課
程
の
責
任
体
制
の
確
立
の
た
め
に
、
研
究
組
織
を
有
す
る
独
立
機
構
を
本
学
に
設
置
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
…
…
設
置
さ
れ
る
べ
き
独
立
機
構
の
形
態
に
つ
い
て
…
…
現
行
教
養
部
を
専
門
課
程
を
有
す
る
『
教
養
学
部
』
と

し
て
改
組
す
る
こ
と
が
最
も
妥
当
な
方
策
で
あ
る
」（『
三
十
年
史
』
二
四
五
ペ
ー
ジ
）
と
高
ら
か
に
新
機
構
の
創
設
が
具
体
的
に
提
案

さ
れ
て
い
る
。
専
門
課
程
を
有
す
る
教
養
学
部
と
い
う
独
立
機
構
の
形
態
は
東
京
大
学
の
教
養
学
部
を
念
頭
に
置
い
た
発
想
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
新
機
構
の
創
設
構
想
も
ま
た
そ
の
後
、
全
学
的
に
議
論
さ
れ
る
こ
と
な
く
潰
え
た
。

注
目
さ
れ
る
の
は
そ
こ
に
「
四
年
間
の
大
学
教
育
に
お
い
て
、
専
門
課
程
担
当
教
官
と
教
養
課
程
担
当
教
官
の
間
に
、
研
究
・
教
育

に
対
す
る
責
任
と
努
力
に
な
ん
ら
の
軽
重
の
差
が
あ
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
設
置
さ
れ
る
べ
き
独
立
機
構
に
所
属
す
る
教

官
に
は
、
当
然
、
専
門
課
程
担
当
教
官
と
同
等
の
研
究
条
件
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（『
三
十
年
史
』
二
四
五
〜
二
四
六

ペ
ー
ジ
）
と
提
言
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
教
養
課
程
担
当
教
官
、
つ
ま
り
「
教
養
部
教
官
」
の
負
担
が
専
門
課
程
担
当
教
官
、
つ
ま
り

「
学
部
教
官
」
に
比
し
て
大
き
い
、
と
い
う
指
摘
は
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
た
。
上
記
の
報
告
書
が
公
表
さ
れ
た
一
九
七
六
年
現
在
の
全

学
教
官
数
は
一
八
七
二
名
で
、
う
ち
教
養
部
教
官
は
一
七
〇
名
で
あ
る
か
ら
、
約
九
％
に
あ
た
る
。
一
方
、
教
養
部
の
在
籍
学
生
数
は

四
六
六
四
名
で
、
こ
れ
は
全
学
の
大
学
院
生
を
含
め
た
学
生
数
の
四
六
％
弱
に
あ
た
る
。
し
た
が
っ
て
九
％
の
教
官
が
四
六
％
の
学
生

を
担
当
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
『
三
十
年
史
』
一
〜
五
ペ
ー
ジ
、
『
百
年
史
』
六
九
〜
七
三
ペ
ー
ジ
）
。
こ
の
実
状
を
改
革
せ
ず
に
「
軽

重
の
差
が
あ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
か
、「
専
門
課
程
担
当
教
官
と
同
等
の
研
究
条
件
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
謳
っ
た

と
こ
ろ
で
虚
し
い
。

そ
こ
で
上
記
の
報
告
書
で
は
、
新
機
構
に
研
究
上
の
組
織
と
し
て「
研
究
系
」（
人
文
科
学
・
社
会
科
学
・
言
語
文
化
・
基
礎
科
学
・

数
理
科
学
・
体
育
科
学
の
六
研
究
系
）
の
設
置
が
提
言
さ
れ
、
そ
の
研
究
系
の
形
態
と
し
て
中
規
模
の
講
座
制
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
研
究
系
設
置
構
想
は
形
を
変
え
て
で
は
あ
っ
た
が
、
五
年
後
の
一
九
八
一
年
四
月
に
、
教
養
課
程
の
語
学
教
育
担
当
教
官
が
文
学

部
の
所
属
か
ら
独
立
し
て
、
新
た
な
部
局
で
あ
る
「
言
語
文
化
部
」
を
発
足
さ
せ
、
ま
た
文
学
部
所
属
の
教
養
課
程
担
当
教
官
の
一
部

に
よ
っ
て
「
基
礎
文
化
論
」、
理
学
部
所
属
の
教
養
課
程
担
当
教
官
の
一
部
に
よ
っ
て
「
理
論
物
理
学
」
の
大
講
座
が
発
足
し
た
。
こ

の
年
、
教
養
部
は
こ
こ
に
よ
う
や
く
改
革
実
現
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

第
二
節

教
養
部
改
革
の
検
討

一

学
科
目
の
講
座
化

一
九
七
〇
年
十
一
月
に
発
足
し
た
北
海
道
大
学
改
革
検
討
委
員
会
は
七
二
年
六
月
に
報
告
書
を
公
表
し
て
解
散
し
た
が
、
教
養
課
程

の
改
革
は
依
然
と
し
て
緊
急
課
題
だ
っ
た
。
七
七
年
三
月
十
六
日
に
今
村
成
和
学
長
を
室
長
と
し
て
「
北
海
道
大
学
教
養
課
程
改
革
調

査
室
」
が
発
足
し
、
同
調
査
室
は
教
養
課
程
改
革
案
を
作
成
し
て
、
七
九
年
十
二
月
十
日
に
報
告
書
『
教
養
課
程
に
関
す
る
組
織
の
改

革
に
つ
い
て
』
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
第
三
章
は
「
学
科
目
の
講
座
化
」
に
充
て
ら
れ
、
そ
こ
に
は
、
従
来
置
か
れ
て
い
た
学
科
目
は

廃
止
し
、「
基
礎
講
座
」
に
改
組
す
る
こ
と
、「
基
礎
講
座
」
に
所
属
す
る
教
官
が
大
学
院
を
制
度
上
担
当
し
う
る
よ
う
は
か
る
、
と
い

う
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
（『
北
海
道
大
学
教
養
課
程
協
議
会
資
料
集
』、
以
下
、『
協
議
会
資
料
集
』
と
略
称
す
る
、
第
一
一
号
、
四

四
ペ
ー
ジ
）。
こ
れ
は
「
一
般
教
育
の
充
実
を
は
か
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
教
育
を
担
当
す
る
教
官
の
研
究
条
件
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
れ
に
は
、
こ
れ
ら
の
教
官
は
、
そ
の
研
究
分
野
に
関
連
す
る
学
部
の
う
ち
に
設
け
ら
れ
る
講
座
制
の
研
究
組
織
（
い
わ
ゆ
る

「
基
礎
講
座
」）
に
所
属
さ
せ
る
の
が
適
当
で
あ
る
。」（『
協
議
会
資
料
集
』
第
一
一
号
、
四
四
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
趣
旨
に
基
づ
い
て
い

た
。こ

れ
に
よ
り
、
上
述
の
一
九
八
一
年
四
月
の
基
礎
文
化
論
講
座
と
理
論
物
理
学
講
座
の
発
足
に
続
い
て
、
文
学
部
・
教
育
学
部
・
理
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学
部
・
工
学
部
に
所
属
す
る
教
養
課
程
担
当
教
官
の
新
た
な
研
究
組
織
へ
の
所
属
換
え
、
つ
ま
り
講
座
化
が
逐
次
、
進
め
ら
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
八
二
年
に
は
実
験
物
理
学
講
座
（
理
学
部
）、
八
五
年
に
は
環
境
化
学
講
座（
理
学
部
）、
八
六
年
に
は
総
合
文
化
論
講
座（
文

学
部
）、
八
七
年
に
は
応
用
数
理
学
講
座
（
理
学
部
）、
八
八
年
に
は
人
間
行
動
学
講
座
（
文
学
部
）、
八
九
年
に
は
細
胞
生
物
学
講
座

（
理
学
部
）、
九
〇
年
に
は
健
康
体
育
科
学
講
座
（
教
育
学
部
）、
九
一
年
に
は
情
報
図
形
科
学
講
座
（
工
学
部
）
が
発
足
し
た
。
ま
た

残
り
の
教
養
課
程
担
当
教
官
の
う
ち
、
経
済
学
部
の
教
官
は
九
〇
年
四
月
に
同
学
部
の
講
座
に
加
わ
り
、
ま
た
最
後
ま
で
学
科
目
に
残

さ
れ
て
い
た
法
学
部
と
理
学
部
の
一
部
の
教
官
も
九
一
年
度
末
を
以
て
当
該
学
部
の
講
座
に
所
属
換
え
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
一
一
年
を

要
し
て
学
科
目
の
講
座
化
が
完
了
し
た
。
も
は
や
九
二
年
度
の
『
北
海
道
大
学
職
員
録
』
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
「
一
般
教
育
等
」
と
い

う
範
疇
に
分
類
さ
れ
て
、
当
該
学
部
の
専
門
課
程
の
講
座
の
一
覧
の
末
尾
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
教
養
課
程
担
当
教
官
の
一
覧
が
、
す
べ

て
消
え
た
。
北
海
道
大
学
教
養
部
の
発
足
当
初
か
ら
、
教
養
課
程
の
教
育
は
北
大
方
式
と
い
う
全
学
支
援
方
式
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
た
の
で
、
教
養
部
に
所
属
す
る
教
官
は
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
こ
に
教
養
課
程
担
当
教
官
も
名
目
上
、
い
な
く
な
っ
た
。

そ
れ
は
教
養
部
改
革
、
あ
る
い
は
教
養
課
程
改
革
の
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。
学
科
目
が
講
座
化
さ
れ
て
、
そ
こ
に
所
属
す
る
こ
と

に
な
っ
た
教
官
は
、
名
目
的
に
専
門
課
程
担
当
教
官
と
同
列
に
な
っ
た
。
ま
た
研
究
面
で
予
算
が
微
増
さ
れ
た
。
だ
が
実
態
は
、
依
然

と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
教
養
課
程
担
当
教
官
で
あ
っ
た
教
官
が
主
と
し
て
教
養
課
程
の
教
育
に
従
事
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

二

言
語
文
化
部
の
創
設

一
九
七
六
年
六
月
十
六
日
に
公
表
さ
れ
た
上
記
の
報
告
書
『
北
海
道
大
学
教
養
課
程
の
改
革
に
つ
い
て
』
に
お
い
て
、
上
述
の
よ
う

に
「
研
究
系
」
設
置
構
想
が
提
案
さ
れ
、
言
語
文
化
部
が
創
設
さ
れ
た
。
北
海
道
大
学
言
語
文
化
部
設
置
準
備
委
員
会
要
項
の
第
二
条

に
は
「
委
員
会
は
、
本
学
に
お
け
る
教
養
課
程
改
革
の
一
環
と
し
て
、
外
国
語
及
び
言
語
文
化
に
関
す
る
教
育
・
研
究
を
行
う
た
め
の

組
織
と
し
て
言
語
文
化
部
を
設
置
す
る
た
め
、
そ
の
準
備
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」（『
北
大
時
報
』
第
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三
二
三
号
）
と
あ
る
。
こ
こ
に
明
確
に
�
教
養
課
程
改
革
の
一
環
と
し
て
�「
言
語
文
化
部
」
を
設
置
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
言
語
文
化
部
は
八
一
年
四
月
に
発
足
し
、
三
カ
年
を
要
し
て
外
国
語
教
育
担
当
教
官
の
文
学
部
か
ら
言
語
文
化
部
へ
の
所
属

換
え
が
完
了
し
た
。

三

�
教
養
砂
漠
�

教
養
課
程
の
二
年
間
が
学
生
に
と
っ
て
充
実
し
た
期
間
で
は
な
く
、
お
よ
そ
無
味
乾
燥
で
あ
り
、
教
養
課
程
の
授
業
は
つ
ま
ら
な
い

と
い
う
評
判
は
か
な
り
以
前
か
ら
あ
っ
た
。
こ
の
実
態
は
誰
言
う
と
も
な
く
、�
教
養
砂
漠
�
と
称
さ
れ
て
い
た
。
大
学
紛
争
で
最
も

校
舎
が
荒
ら
さ
れ
た
の
は
教
養
部
の
建
物
で
あ
っ
た
し
、
紛
争
を
起
こ
し
た
学
生
た
ち
に
最
後
ま
で
教
室
を
占
拠
さ
れ
て
い
た
の
も
教

養
部
で
あ
っ
た
。
紛
争
で
荒
れ
る
学
生
た
ち
に
対
し
て
教
養
部
の
教
官
は
最
も
手
を
焼
い
て
い
た
。
大
学
紛
争
が
鎮
静
化
し
た
後
も
、

教
養
課
程
の
二
年
間
が
�
砂
漠
�
だ
っ
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
ろ
う
。

た
だ
し
、
こ
の�
教
養
砂
漠
�と
い
う
言
葉
は
公
式
の
文
書
に
は
見
出
さ
れ
な
い
。
元
教
養
部
長
で
教
養
部
の
法
学
担
当
教
官
で
あ
っ

た
藪
重
夫
教
授
は
一
九
八
五
年
八
月
二
十
一
日
の
臨
時
教
育
審
議
会
北
海
道
地
区
公
聴
会
に
お
け
る
意
見
発
表
「
教
養
課
程
三
十
六
年

の
成
果
と
課
題
―
北
海
道
大
学
の
事
例
か
ら
―
」
に
お
い
て
、�
教
養
砂
漠
�
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、「�
砂
漠
�
と
は
、
渇
望
が
充

足
さ
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
の
実
感
は
、
残
念
な
が
ら
虚
像
と
い
え
ず
、
そ
れ
に
相
応
の
根
拠
を
認
め
ざ
る
を
え

な
い
。」（『
協
議
会
資
料
集
』
第
三
三
号
、
六
二
〜
六
三
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
教
室
の
過
密
や
、
多
人
数
一
括
の
授

業
の
結
果
、�
ゆ
と
り
�
や
�
う
る
お
い
�
に
欠
け
た
教
養
課
程
の
教
育
の
実
態
が
、
学
生
の
�
砂
漠
�
感
の
根
底
に
あ
る
、
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
実
態
が
あ
る
以
上
、
学
生
が
受
け
止
め
て
い
る
こ
の
�
教
養
砂
漠
�
と
い
う
「
渇
望
が
充
足
さ
れ
な
い
」
教

養
課
程
の
教
育
を
改
革
す
る
こ
と
は
急
務
だ
っ
た
。
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四

学
生
編
成

教
養
課
程
の
学
生
編
成
は
一
九
四
九
年
以
来
、
文
類
・
理
類
・
水
産
類
の
三
類
で
あ
っ
た
が
、
五
五
年
に
理
類
乙
と
し
て
医
学
進
学

課
程
が
設
置
さ
れ
、
六
七
年
に
歯
学
進
学
課
程
が
設
置
さ
れ
る
と
三
類
二
課
程
と
な
っ
た
。
七
六
年
六
月
十
六
日
に
公
表
さ
れ
た
上
記

の
『
北
海
道
大
学
教
養
課
程
の
改
革
に
つ
い
て
』
に
お
い
て
、
こ
の
文
類
を
文
Ⅰ
（
人
文
科
学
系
）
・
文
Ⅱ
（
社
会
科
学
系
）
の
二
群

に
、
ま
た
理
類
を
理
Ⅰ
（
数
物
系
）
・
理
Ⅱ
（
物
化
系
）
・
理
Ⅲ
（
化
生
系
）
の
三
群
に
分
け
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
（『
協
議

会
資
料
集
』
第
四
号
、
三
一
ペ
ー
ジ
）。
こ
の
提
案
は
検
討
を
経
て
、
七
九
年
入
学
生
か
ら
、
学
生
編
成
は
文
Ⅰ
（
文
学
部
の
哲
学
・

史
学
・
文
学
科
と
経
済
学
部
の
一
部
）、
文
Ⅱ
（
文
学
部
の
行
動
科
学
科
と
教
育
学
部
・
経
済
学
部
）、
文
Ⅲ
（
法
学
部
と
経
済
学
部
の

一
部
）、
理
Ⅰ
（
物
理
数
学
系
）、
理
Ⅱ
（
化
学
系
）、
理
Ⅲ
（
生
物
系
）、
お
よ
び
従
来
の
水
産
類
を
水
産
系
と
改
称
し
た
七
系
と
、
従

来
の
医
学
進
学
課
程
と
歯
学
進
学
課
程
の
、
七
系
二
課
程
制
に
変
更
さ
れ
た
。
学
生
数
は
文
Ⅰ
系
一
三
五
名
、
文
Ⅱ
系
二
一
〇
名
、
文

Ⅲ
系
二
二
〇
名
、
理
Ⅰ
系
六
〇
二
名
、
理
Ⅱ
系
三
七
二
名
、
理
Ⅲ
系
二
四
一
名
、
水
産
系
二
一
五
名
、
医
学
進
学
課
程
一
二
〇
名
、
歯

学
進
学
課
程
八
〇
名
、
合
計
二
一
九
五
名
で
あ
る
。
こ
の
学
生
編
成
の
細
分
化
は
ま
さ
に
学
生
の
勉
学
へ
の
「
渇
望
」
を
「
充
足
さ
せ
」、

意
欲
を
引
き
出
す
た
め
の
改
革
で
あ
っ
た
。

五

総
合
科
目
（
講
義
）
の
開
設

し
ば
し
ば
引
用
す
る
一
九
七
六
年
六
月
十
六
日
に
公
表
さ
れ
た
『
北
海
道
大
学
教
養
課
程
の
改
革
に
つ
い
て
』
に
お
い
て
、「
総
合

的
視
点
の
養
成
を
は
か
る
た
め
、
単
一
の
教
科
目
に
局
限
さ
れ
な
い
総
合
科
目
」
を
開
設
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
た
（『
協
議
会

資
料
集
』
第
四
号
、
三
一
ペ
ー
ジ
）。
こ
れ
を
受
け
て
教
養
部
に
、
こ
れ
を
企
画
・
立
案
す
る
「
総
合
科
目
委
員
会
」
が
七
八
年
十
月

三
日
に
発
足
し
て
、
翌
七
九
年
か
ら
総
合
科
目
の
講
義
が
開
講
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
「
地
域
研
究
―
ア
メ
リ
カ
」、「
地
域
研
究
―
フ
ラ

ン
ス
」、「
地
域
研
究
―
北
海
道
」、「
東
西
文
明
の
交
流
」、「
変
革
期
の
文
学
」、「
東
洋
思
想
」、「
平
和
の
学
際
的
研
究
」、「
科
学
と
技
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術
の
歩
み
」
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
教
養
課
程
の
講
義
に
は
な
か
っ
た
テ
ー
マ
と
内
容
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
総
合
科
目
は

総
合
講
義
と
も
呼
ば
れ
て
、
こ
れ
ら
の
講
義
に
は
従
来
の
教
養
課
程
担
当
教
官
を
中
心
に
、
新
た
に
専
門
課
程
担
当
教
官
も
こ
れ
に
参

加
し
て
、
数
名
以
上
の
教
官
が
講
義
を
担
当
し
た
。
こ
の
点
が
総
合
講
義
の
大
き
な
特
色
で
あ
り
、
総
合
講
義
の
開
設
は
教
養
課
程
の

改
革
の
一
環
で
あ
る
と
共
に
、
改
革
の
成
果
で
あ
っ
た
。

六

教
養
課
程
教
育
協
議
会

第
一
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
教
養
課
程
の
改
革
に
向
け
て
一
九
七
〇
年
二
月
二
十
六
日
に
北
海
道
大
学
改
革
調
査
専
門
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
こ
の
委
員
会
が
作
成
し
た
報
告
書
は
同
年
九
月
十
六
日
に
公
表
さ
れ
、
そ
の
第
二
部
は
教
養
課
程
の
改
革
の
提
言
に
充
て
ら

れ
て
い
た
。
そ
れ
以
来
、
教
養
課
程
の
改
革
、
あ
る
い
は
教
養
部
の
改
革
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
委
員
会
や
調
査
室
が
設
置
さ
れ
、
そ

れ
ら
の
委
員
会
や
調
査
室
の
報
告
書
が
そ
の
都
度
、
公
表
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
教
養
課
程
の
改
革
、
あ
る
い
は
教
養
部
の

改
革
は
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
教
養
課
程
担
当
教
官
す
な
わ
ち
教
養
部
教
官
と
、
専
門
課
程
担
当
教
官
す
な
わ
ち

学
部
教
官
と
の
間
に
、
教
養
課
程
の
教
育
は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
理
念
と
、
現
実
の
教
養
課
程
の
講
義
の
実
施
を
め
ぐ
る
さ
ま

ざ
ま
な
考
え
方
の
相
違
、
講
義
の
担
当
を
め
ぐ
る
労
力
の
負
担
の
受
け
止
め
方
の
相
違
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
教
養
部
と
各
学
部
の

意
思
の
疎
通
を
図
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。

一
九
八
〇
年
四
月
一
日
に
「
北
海
道
大
学
教
養
課
程
教
育
協
議
会
」
が
発
足
し
た
。
こ
の
協
議
会
規
程
の
第
二
条
に
は
「
協
議
会
は
、

本
学
の
教
養
課
程
に
お
け
る
教
育
と
専
門
課
程
に
お
け
る
教
育
の
系
統
的
、
か
つ
、
有
機
的
な
連
係
を
図
る
と
と
も
に
、
総
合
教
育
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
教
養
部
と
各
学
部
と
の
間
の
連
絡
調
整
を
行
い
、
併
せ
て
全
学
的
な
協
力
態
勢
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。」
と
あ
る
（『
協
議
会
資
料
集
』
第
一
号
、
末
尾
）。
こ
の
協
議
会
は
教
養
部
長
が
議
長
を
務
め
て
、
井
上
泰
男
教
養
部
長
の
も
と

に
同
年
五
月
二
十
日
に
第
一
回
協
議
会
を
開
催
し
て
以
来
、
九
二
年
十
一
月
ま
で
の
一
三
年
間
に
、
九
四
回
に
及
ぶ
協
議
会
を
開
催
し
、
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第
五
五
号
に
達
す
る
『
協
議
会
資
料
集
』
を
発
行
し
た
。
こ
の
教
養
部
と
各
学
部
の
協
力
態
勢
の
具
現
化
の
過
程
で
、
教
養
課
程
の
改

革
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
と
問
題
が
、
各
学
部
か
ら
教
養
部
に
寄
せ
ら
れ
、
ま
た
教
養
部
か
ら
各
学
部
に
提
起
さ
れ
て
検
討
さ
れ

た
。

第
三
節

教
養
部
改
革
の
実
施

一

教
育
課
程
の
改
訂

国
立
大
学
の
入
試
制
度
の
改
革
を
契
機
と
し
て
教
養
課
程
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
改
訂
さ
れ
、
一
九
七
九
年
四
月
の
入
学
生
か

ら
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
適
用
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
試
行
錯
誤
的
に
実
施
に
移
さ
れ
て
、
多
く
の
検
討
課
題
を
抱
え
て
い
た
こ

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
「
暫
定
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
と
呼
ば
れ
て
、
い
ず
れ
、
本
格
的
な
再
検
討
を
必
要
と
し
て
い
た
。
ま
た
高
校
に
お
け

る
新
教
育
課
程
の
編
成
に
伴
っ
て
、
八
五
年
に
は
大
学
入
試
の
改
訂
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
上
記
の
教
養
課
程
教
育
協
議
会
は
教
養
課

程
の
改
革
の
一
環
と
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂
の
検
討
を
も
任
務
と
し
て
い
た
（『
協
議
会
資
料
集
』
第
一
号
、
一
ペ
ー
ジ
）。

教
養
部
と
各
学
部
の
協
議
を
経
て
、
教
養
部
教
育
課
程
が
改
訂
さ
れ
、
一
九
八
五
年
四
月
の
入
学
生
か
ら
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

適
用
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
専
門
課
程
の
教
育
に
先
駆
け
、
教
養
課
程
に
お
い
て
、
専
門
基
礎
の
科
目
す
な
わ
ち
「
基
礎
科
目
」
を
開
講

し
た
い
と
い
う
多
く
の
学
部
の
要
望
が
導
入
さ
れ
た
。
ま
た
新
入
生
の
学
力
水
準
の
低
下
、
学
習
意
欲
の
低
下
を
危
惧
し
て
、
新
教
育

課
程
で
は
一
年
生
に
少
人
数
教
育
を
施
す
「
一
般
教
育
演
習
」
の
開
設
が
導
入
さ
れ
た
（
『
協
議
会
資
料
集
』
第
一
六
号
、
五
〜
七
ペ
ー

ジ
）。
ま
た
教
育
課
程
の
改
訂
に
合
わ
せ
て
、
初
習
外
国
語
の
履
修
と
移
行
・
進
学
要
件
が
改
訂
さ
れ
た
。
す
で
に
「
暫
定
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
」
が
実
施
さ
れ
た
七
九
年
度
か
ら
の
入
学
生
に
は
、
既
習
外
国
語
（
英
語
）
お
よ
び
体
育
実
技
の
履
修
に
つ
い
て
、
第
三
期
末
ま

で
に
修
得
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
た
。
こ
れ
を
改
訂
し
て
新
た
に
、
医
学
・
歯
学
進
学
課
程
を
除
く
各
系
の
学
生
は
第
三
期
末
ま
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で
に
初
習
外
国
語
六
単
位
を
修
得
し
て
い
な
け
れ
ば
、
学
部
へ
の
移
行
は
認
め
な
い
こ
と
、
ま
た
全
系
・
全
課
程
に
お
い
て
、
第
四
期

末
ま
で
に
初
習
外
国
語
八
単
位
を
修
得
し
て
い
な
け
れ
ば
、
学
部
へ
の
進
学
は
認
め
な
い
と
定
め
ら
れ
た
（『
協
議
会
資
料
集
』
第
二

五
号
、
三
三
〜
三
四
ペ
ー
ジ
）。

二

教
養
部
将
来
計
画
委
員
会

教
養
課
程
の
教
育
に
お
け
る
教
養
部
の
施
設
設
備
の
不
十
分
さ
は
、
上
述
の
�
教
養
砂
漠
�
と
い
う
言
葉
に
も
表
れ
て
い
た
。
狭
隘

で
、
す
し
詰
め
の
教
室
、
受
講
生
が
五
〇
〇
名
を
超
え
る
講
堂
で
の
講
義
、
建
物
の
老
朽
化
、
演
習
室
・
実
験
室
・
教
官
研
究
室
の
絶

対
数
の
不
足
、
こ
れ
ら
は
教
養
課
程
の
教
育
に
と
っ
て
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
「
教
養
部
将
来
計
画

委
員
会
」
が
一
九
八
七
年
七
月
十
四
日
に
発
足
し
、
同
委
員
会
は
『
教
養
部
の
将
来
計
画
に
関
す
る
検
討
報
告
』
の
基
本
構
想
を
八
九

年
四
月
十
一
日
に
ま
と
め
、
次
い
で
そ
の
実
施
計
画
を
翌
年
三
月
一
日
に
ま
と
め
た
（『
協
議
会
資
料
集
』
第
四
〇
号
、
四
八
〜
五
〇

ペ
ー
ジ
。
第
四
七
号
、
一
〜
七
一
ペ
ー
ジ
。
第
五
〇
号
、
一
〜
四
九
ペ
ー
ジ
）。
同
委
員
会
が
二
年
半
余
り
の
歳
月
を
要
し
て
ま
と
め

上
げ
た
教
養
部
校
舎
の
全
面
的
な
増
改
築
を
伴
う
計
画
案
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
実
現
の
陽
の
目
を
見
る
こ
と
な
く
、
そ
の
前
に
教
養

部
は
、
再
び
教
養
課
程
教
育
の
見
直
し
と
い
う
現
実
に
迫
ら
れ
た
。

三

大
学
院
重
点
化
構
想
と
一
般
教
育

一
九
九
〇
年
に
な
る
と
、
現
行
の
大
学
院
の
緊
急
に
改
善
さ
れ
る
べ
き
諸
問
題
に
つ
い
て
、
大
学
審
議
会
等
の
答
申
、
あ
る
い
は
学

術
審
議
会
等
の
提
言
を
受
け
て
、
各
学
部
で
は
大
学
院
の
整
備
構
想
が
議
論
さ
れ
始
め
た
。
そ
こ
に
は
併
せ
て
国
立
大
学
の
法
人
化
と

い
う
話
題
も
伴
っ
て
い
た
。
大
学
院
の
整
備
構
想
は
大
学
院
教
育
に
教
育
の
重
点
を
置
く
、
と
い
う
大
学
院
重
点
化
構
想
で
あ
っ
た
。

工
学
部
で
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
教
養
課
程
を
学
部
縦
割
り
と
し
て
、
か
つ
、
こ
れ
を
一
年
課
程
と
す
る
改
革
案
を
、
同
年
七
月
二
十
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四
日
開
催
の
教
養
課
程
教
育
協
議
会
に
提
示
し
た
（『
協
議
会
資
料
集
』
第
五
一
号
、
一
〜
七
七
ペ
ー
ジ
）。
引
き
続
き
、
各
学
部
の
大

学
院
整
備
構
想
と
の
関
連
に
お
い
て
、
今
後
の
教
養
部
は
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
の
議
論
が
重
ね
ら
れ
た
（『
協
議

会
資
料
集
』
第
五
二
号
、
一
〜
五
〇
ペ
ー
ジ
。
第
五
三
号
、
一
〜
六
ペ
ー
ジ
）。
し
か
し
な
が
ら
翌
九
一
年
三
月
二
十
六
日
に
学
部
教

育
専
門
委
員
会
は
、「
現
行
の
系
・
課
程
制
を
廃
止
し
、
学
部
別
学
生
編
成
と
す
る
」、「
一
般
教
育
と
専
門
教
育
の
授
業
科
目
の
区
分

を
廃
止
す
る
」
こ
と
を
提
言
し
た
（『
協
議
会
資
料
集
』
第
五
十
号
、
三
五
〜
三
七
ペ
ー
ジ
）。
も
は
や
一
般
教
育
の
授
業
科
目
を
、
教

養
部
で
、
教
養
課
程
と
い
う
期
間
に
固
定
し
て
開
講
す
べ
き
必
然
性
が
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
教
養
課
程
が
な
く
な
れ
ば
、
教
養

部
の
存
在
理
由
も
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
教
養
部
の
存
在
は
も
は
や
風
前
の
灯
と
な
っ
た
。
教
養
部
の
発
足
以
来
、
幾
度
に
も
わ
た
っ

て
営
々
と
積
み
上
げ
ら
れ
た
教
養
部
改
革
の
検
討
と
実
施
は
大
学
院
重
点
化
の
荒
波
の
前
に
も
ろ
く
も
消
散
し
た
。

第
五
章

国
際
交
流
の
推
進

第
一
節

外
国
人
留
学
生
受
け
入
れ
体
制
の
整
備

一
九
六
〇
年
代
ま
で
、
徐
々
に
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
た
と
は
い
え
、
外
国
人
留
学
生
（
学
部
留
学
生
及
び
研
究
留
学
生
）
の
受
け

入
れ
数
は
あ
ま
り
多
く
は
な
か
っ
た
。
六
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
も
受
け
入
れ
数
は
年
平
均
で
九
名
に
過
ぎ
ず
、
約
一
〇
名
内
外
で
推

移
し
て
い
た
。
た
だ
、
六
〇
年
代
前
半
ま
で
ほ
ぼ
半
々
で
あ
っ
た
学
部
留
学
生
（
出
身
国
で
一
二
年
以
上
の
学
校
教
育
課
程
を
終
え
、

学
部
の
教
育
課
程
を
受
け
る
者
）
と
研
究
留
学
生
（
出
身
国
で
大
学
を
卒
業
し
、
大
学
院
な
ど
に
お
い
て
専
門
分
野
の
研
究
に
従
事
す
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